






要約:効果的な虐待防止の地域システムの構築を目的として、新たな編成で研究を行い以

下の結果をえた。1)和歌山県、栃木県で、虐待防止全県システム構築の発足後 3年で顕著

な成果をあげた。2)久留米市マリア病院、北里大学病院で、小児科・救急部を中心に病院

内システムを設置し、効果的な早期発見と対応を行った。3)神奈川こども医療センタ-の

虐待親の成育歴で幼児期からの虐待/体罰が多かった。4)望まぬ妊娠など妊娠受容感情が

幼児期の育児態度と関連する事が示唆された。5)全国主要病院小児科の被虐待児症候群デ

ータベースのレコードリンケージ検索で患児が複数の病院を受診している実態が明らかと

なった。


